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1. 平成30年2月期第3四半期の連結業績（平成29年3月1日～平成29年11月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年2月期第3四半期 49,161 9.5 4,548 △5.5 4,637 △5.4 3,144 5.9

29年2月期第3四半期 44,911 0.7 4,814 △13.4 4,901 △13.8 2,970 △17.7

（注）包括利益 30年2月期第3四半期　　3,765百万円 （12.4％） 29年2月期第3四半期　　3,350百万円 （△9.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年2月期第3四半期 60.47 ―

29年2月期第3四半期 57.12 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年2月期第3四半期 120,942 90,101 74.5

29年2月期 113,654 87,896 77.3

（参考）自己資本 30年2月期第3四半期 90,101百万円 29年2月期 87,896百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年2月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

30年2月期 ― 0.00 ―

30年2月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 2月期の連結業績予想（平成29年 3月 1日～平成30年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 64,500 4.2 6,800 3.4 6,900 3.0 4,700 26.4 90.38

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年2月期3Q 52,021,297 株 29年2月期 52,021,297 株

② 期末自己株式数 30年2月期3Q 17,477 株 29年2月期 16,854 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年2月期3Q 52,004,111 株 29年2月期3Q 52,004,650 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成29年３月１日～平成29年11月30日）におけるわが国経済は、好調な企業業績を

背景に、設備投資の持ち直しや雇用環境の改善が見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一

方、海外では米国や欧州各国の政治情勢の不安定化による経済への影響や東アジア地域における地政学的リスクの

高まりなどが見られ、先行き不透明な状況が続きました。

こうした中、当社グループを取り巻く環境におきましては、大都市圏における再開発事業など民間設備投資で明

るい兆しが見え始めましたものの、建設資材や労務費高騰の影響による公共工事の遅延など、依然経営環境は厳し

い状況が続いております。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、491億61百万円（前年同期比9.5%増）、営業利益は45億48百万

円（前年同期比5.5%減）、経常利益は46億37百万円（前年同期比5.4%減）、そして親会社株主に帰属する四半期純

利益は、31億44百万円（前年同期比5.9%増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 建機事業

建機事業の販売部門では、設備投資の持ち直しにより売上高は順調に推移いたしました。賃貸部門においては

レンタル需要が底堅く推移し売上高は増加したものの、受注競争による単価の下落や過去の設備投資に係る原価

の高止まりの影響を受け、利益面では減益となりました。

その結果、建機事業全体の売上高は、338億23百万円（前年同期比14.1%増）、セグメント利益は、30億18百万

円（前年同期比8.2%減）となりました。

② 商事事業

商事事業では、遊戯設備等の競争激化による売上及び利益率の低下により、減収減益となりました。

その結果、商事事業全体の売上高は、117億98百万円（前年同期比3.2%減）、セグメント利益は、４億65百万

円（前年同期比13.4%減）となりました。

③ 不動産事業

不動産事業では、賃貸部門の売上高・利益ともに順調に推移いたしました。また、販売部門は宅地分譲の販売

が業績に寄与し、当該事業全体として増収増益となりました。

その結果、不動産事業全体の売上高は、35億39百万円（前年同期比14.9%増）、セグメント利益は、10億64百

万円（前年同期比7.8%増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ72億87百万円増加し、1,209億42百万

円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加35億29百万円、投資有価証券の増加11億30百万円などに

よるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ50億83百万円増加し、308億40百万円となりました。これは主に、支払手

形及び買掛金の増加33億48百万円などによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ22億４百万円増加し、901億１百万円となりました。これは主に、利益

剰余金の増加15億84百万円などによるものであります。

　 以上の結果、自己資本比率は74.5%、１株当たり純資産額は1,732円59銭となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年２月期の連結業績予想につきましては、平成29年４月７日の決算発表時に公表いたしました数値と変更

はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,163 25,770

受取手形及び売掛金 23,934 27,464

有価証券 4,648 5,345

商品 1,337 1,743

貯蔵品 53 80

その他 450 598

貸倒引当金 △107 △159

流動資産合計 55,481 60,842

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額） 6,084 6,750

賃貸不動産（純額） 36,624 36,316

土地 5,856 6,104

その他（純額） 2,776 2,785

有形固定資産合計 51,342 51,955

無形固定資産

のれん 816 1,045

その他 268 230

無形固定資産合計 1,084 1,276

投資その他の資産

投資有価証券 4,239 5,370

退職給付に係る資産 316 329

その他 1,404 1,394

貸倒引当金 △216 △228

投資その他の資産合計 5,745 6,867

固定資産合計 58,172 60,099

資産合計 113,654 120,942

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,475 13,824

短期借入金 - 250

1年内返済予定の長期借入金 136 306

未払法人税等 384 911

賞与引当金 161 24

その他 5,461 5,382

流動負債合計 16,619 20,700

固定負債

長期借入金 79 297

役員退職慰労引当金 328 344

債務保証損失引当金 81 81

退職給付に係る負債 76 101

その他 8,571 9,316

固定負債合計 9,137 10,140

負債合計 25,757 30,840
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,821 13,821

資本剰余金 16,627 16,627

利益剰余金 58,332 59,916

自己株式 △18 △19

株主資本合計 88,762 90,346

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,002 1,631

土地再評価差額金 △1,914 △1,914

退職給付に係る調整累計額 45 36

その他の包括利益累計額合計 △866 △245

純資産合計 87,896 90,101

負債純資産合計 113,654 120,942
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

売上高 44,911 49,161

売上原価 34,933 39,034

割賦販売未実現利益繰入額 314 287

割賦販売未実現利益戻入額 429 298

売上総利益 10,093 10,138

販売費及び一般管理費 5,279 5,589

営業利益 4,814 4,548

営業外収益

受取利息 49 19

受取配当金 44 65

為替差益 - 5

その他 87 85

営業外収益合計 181 175

営業外費用

支払利息 69 56

和解金 20 -

設備復旧費用 - 27

その他 4 3

営業外費用合計 93 87

経常利益 4,901 4,637

特別利益

固定資産売却益 6 0

投資有価証券売却益 0 6

抱合せ株式消滅差益 59 -

特別利益合計 66 7

特別損失

固定資産売却損 3 -

固定資産除却損 2 3

固定資産減損損失 - 19

役員退職慰労金 745 -

その他 6 -

特別損失合計 756 22

税金等調整前四半期純利益 4,211 4,622

法人税、住民税及び事業税 1,177 1,541

法人税等調整額 63 △63

法人税等合計 1,241 1,477

四半期純利益 2,970 3,144

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,970 3,144
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

四半期純利益 2,970 3,144

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 361 629

土地再評価差額金 28 -

退職給付に係る調整額 △10 △8

その他の包括利益合計 380 620

四半期包括利益 3,350 3,765

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,350 3,765

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年３月１日 至 平成28年11月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建機事業 商事事業 不動産事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 29,644 12,185 3,081 44,911 ─ 44,911

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

148 10 ─ 159 △159 ─

計 29,793 12,196 3,081 45,070 △159 44,911

セグメント利益 3,289 537 988 4,814 △0 4,814

(注) １ セグメント利益の調整額△0百万円は、棚卸資産の調整額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

建機事業セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間に、有限会社リフテックの株式を取得し、同社及び同

社子会社の八洲商会株式会社を連結子会社といたしました。なお、当該事象によるのれんの増加額は当第３四半

期連結累計期間において８億49百万円であります。

　また、有限会社リフテックは当第３四半期連結会計期間に、八洲商会株式会社を存続会社として合併したため、

当第３四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年３月１日 至 平成29年11月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建機事業 商事事業 不動産事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 33,823 11,798 3,539 49,161 ─ 49,161

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

169 9 ─ 179 △179 ─

計 33,993 11,807 3,539 49,341 △179 49,161

セグメント利益 3,018 465 1,064 4,548 0 4,548

(注) １ セグメント利益の調整額0百万円は、棚卸資産の調整額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

決算短信（宝印刷） 2017年12月28日 16時52分 10ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）


